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Ⅷ. ＩＴ導入検討のすすめ方

情報収集、実態調査

リスクアセスメントの実施

設備対策は可能か？
可能

工程の見直し、

設備対策の実施

可能な設備対策をまず実施し、リスクを確実に低減します。
その後の残留リスクに対応する管理的対策を行います。

この段階で、大幅かつ
確実なリスク低減

困難

IT機能の検討選定・機能仕様策定

データベース 情報伝達 識別・位置等検出

IT機器条件の整理

IT機器システムの構築設置

IT機器システムの運用、評価、見直し

ベンダー
発注

開始

リスクアセスメント指針

オンラインマニュアル

緊急時対応システム

設備点検・現場作業支援システム

過接近警告システム

「導入ガイド」

ＩＴの要素技術を組
み合わせ、効果が期
待できそうな応用シ
ステムを検討します。

「導入ガイド」では左
記の４応用システム
例を取り上げて、そ
の機能検討の手順
を解説しています。

（概要は次頁）

要素技術

応用

システム
例

端末種類や操作性要求、台数、使用負荷、
設置環境など

（ア）～（オ）：厚労省の
IT活用例示（p.2参照）

（ア）

（イ）
（エ）

（イ）

（ウ）

（オ）

管理的対策の実施

従来の管理的対策 （作業手順、保護具、訓練など）の実施に加え、 IT活用 での補完検討

ITの導入にあたっては、前述のようにまずはリスクアセスメントとその結果にもとづく措置から始めます。
それが既に済んでいる場合は、現状の残留リスクへの管理的対策の補完支援としてのITの検討からとなります。

＊「導入ガイド」とは、労働安全衛生総合研究所において開発されたITを活用した新しい安全衛生管理手法の「設計ガイド」
のことで、その内容がITを安全衛生管理に導入しようとするユーザにおいて必要な機能の導出をするためのガイドなので、
ここではその呼称とした。


